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　 地 震 災 害 に 備 え ま し ょ う
  地震は、いつどこで発生するか分かりません。しかし、日頃から対策を講じることにより、被害を減ら　すことができます。被害をできるだけ少なくするために、家庭での防災・減災対策に取り組みましょう。

Ⅲ．暮らしを守りましょう
　①食料品・飲料水を備える
　　○レトルト食品や、缶詰などの火を通さなくても
　　　よい非常食。
　　○飲料水は、一人一日３リットルが目安。
　　○非常食、飲料水とも３日分の備蓄が目安です。
　　○乳幼児や高齢者がいるご家庭では、状況に応じた
　　　必要なものを加えましょう。
　②生活用品を備える
　　○カセットコンロ、ガスボンベを準備しましょう。
　　○懐中電灯は、夜間の停電時でも分かる場所に準備しておきましょう。
　　○携帯ラジオは情報を得るのに重要です。

総合防災訓練を実施します
　町内で震度６強を記録する大地震が発生したことを想定した総合防災訓練を実施します。
　住民参加型の避難訓練や消火訓練、自衛隊や茨城町消防本部による救出・救助訓練をはじめ、
煙体験や炊き出しの実演も行います。ぜひご参加ください。

　◇日　時　平成 25 年 11 月 30 日（土）
　　　　　　午前８時 30 分～午前 11 時 30 分

　◇場　所　茨城町総合福祉センター
　　　　　　「ゆうゆう館」駐車場

【問合せ先】　みどり環境課　☎２４０－７１３５

レトルト
食 品

うどん

麺
ビスケット

Ⅰ．家の中を安全にしましょう
　①家の中を安全にしましょう
　　○耐震金具を利用する
　　　・テレビやタンス等に転倒防止金具を使用する。
　　　・食器などは、扉や引き出しの開放防止金具をつける。

　　○照明器具の補強
　　　・つり下げ式の照明器具は、鎖と金具を利用して数か所留める補強をする。
　　○収納を工夫する
　　　・重い物は下に、軽い物は上に収納する。
　②寝室や子ども、高齢者のいる部屋には背の高い家具は置かない。置く場合は固定する。
　③出入り口や通路には安全に避難できるよう、物を置かない。

Ⅱ．家の周囲を安全にしましょう
　①屋根
　　○ひび割れ、ずれ、はがれがある場合は補強する。
　　○アンテナはしっかりと固定する。
　②窓
　　○ガラスの飛散を防止するフィルムを貼る。
　③ブロック塀
　　○傾きやひび割れがある場合には修理する。
　　○基礎がないもの、鉄筋が入ってない構造のものは
　　　補強する。
　④プロパンガス
　　○倒れないよう、鎖でしっかり固定する。
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中学生の農業体験
－子どもたちに「農業」という選択肢を－

　

茨
城
町
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
農
業
の
重
要
性

や
勤
労
の
尊
さ
を
学
ぶ
農
業
体
験
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
、
桜
丘
中
学
校
と
梅
香
中
学

校
で
は
、
二
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
収
穫
体
験
を
、
明
光
中
学
校
で
は
一

年
生
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
・
選
別
、
野

菜
の
出
荷
作
業
、
花
の
手
入
れ
な
ど
の
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
農
家

の
方
々
と
の
交
流
を
と
お
し
て
、
農
業
の

大
変
さ
と
面
白
さ
、
一
つ
の
作
業
を
や
り

と
げ
る
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
、
農
業
体
験
に
参
加
し

た
生
徒
た
ち
の
感
想
文
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

達
成
感

梅
香
中
学
校
二
年　

藤
枝　

智
也

　

ぼ
く
は
、
農
業
体
験

に
行
く
と
最
初
に
先
生

か
ら
聞
い
た
時
、
正
直

少
し
め
ん
ど
う
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
実
際
や
っ
て
み
た

ら
、
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
ず
っ
と
楽
し
く
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
、
土
の
中

か
ら
大
き
い
じ
ゃ
が
い

も
を
見
つ
け
る
と
と
て

も
嬉
し
く
、
も
っ
と
掘

り
た
い
と
や
る
気
が
で

て
き
ま
し
た
。
夢
中
で

掘
っ
て
い
る
う
ち
に
、

一
人
二
列
掘
る
と
こ
ろ

を
、
ぼ
く
は
四
列
も
掘

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
じ
ゃ
が
い
も
を
探

し
て
い
る
と
き
に
、
中

に
は
腐
っ
て
い
る
じ
ゃ
が
い
も
や
小
さ
す
ぎ
る
じ
ゃ
が
い
も

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
じ
ゃ
が
い
も
の
選
別
の
方
法
も
、

農
家
の
方
が
て
い
ね
い
に
教
え
て
下
さ
り
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
掘
っ
て
い
る
う
ち
に
、
全
身
が
泥
だ
ら
け
に
な

り
、
体
も
疲
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ン
テ
ナ
い
っ
ぱ
い
に

積
ま
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
を
見
た
ら
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
農
家
の
方
々
の
苦
労
を
実
際
に
体
験
し
、
と

て
も
充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

柳
の
木
を
育
て
る
た
め
に

明
光
中
学
校
一
年　

川
上　

悠
大

　

夏
休
み
、
僕
た
ち
は
農
業
体
験
で
柳
の
木
を
出
荷
し
て
い

る
農
家
へ
行
き
ま
し
た
。
着
く
と
す
ぐ
に
作
業
の
内
容
や
機

械
の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
柳
の
周
り
に
生
え
て
い
る
雑
草
の
下
草
刈
り
で

す
。
雑
草
を
き
ち
ん
と
刈
っ
て
お
か
な
い
と
、
栄
養
が
雑
草

の
方
に
い
っ
て
し
ま
う
の
で
、
柳
の
育
ち
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
二
、三
十
本
あ
る
柳
の
木
の
水
や
り
作
業
で

す
。
暑
い
夏
の
日
の
作
業
は
大
変
で
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
か
ら
、「
最
近
は
農
業
を
や
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
、
柳
の
苗
も
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。」

と
い
う
話
を
聞
い
て
、「
自
然
と
向
き
合
っ
て
、
農
業
を
続

け
て
い
る
方
々
は
、
す
ご
い
な
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
農
業
に
か
か
わ
る
方
の
意
見
が
聞
け
た
り
、
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
と
楽
し
く
作
業
し
た
り
、
よ
い
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

桜
丘
中
学
校
二
年　

深
作　

優
樹

　

僕
は
初
め
て
農
業
体
験
に
参
加
し
、
平
本
さ
ん
の
畑
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
、
良
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
Ｂ
級
品
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
の
時
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
お
じ
さ
ん
や

お
ば
さ
ん
が
優
し
く
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
袋
が
一
杯
に
な
り
ま
し

た
。
こ
つ
を
つ
か
ん
で
か
ら
は
、
二
つ
、
三
つ
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
入
れ
た
袋
が
増
え
て
い
き
、
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、あ
っ
と
い
う
間
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
の
後
で
、と
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
調
理
し
て
く
だ
さ
り
、

み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
汗
を
か
い
て
働
い

た
後
に
食
べ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
お
い
し
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

僕
が
こ
の
農
業
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
は
、「
農
業
は
大
変

な
作
業
だ
け
ど
、
や

り
遂
げ
た
と
き
の
達

成
感
は
本
当
に
す
ば

ら
し
い
。」
と
い
う

こ
と
で
す
。
僕
た
ち

が
毎
日
い
た
だ
い
て

い
る
野
菜
は
、
農
家

の
方
が
一
生
懸
命
つ

く
っ
て
く
だ
さ
っ
た

も
の
な
の
で
、
感
謝

し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今回の農業体験学習にご協力いただいた農家の皆さま（敬称略）

実施日 学校 参加
人数 受入協力農家 体験内容

７月 24 日 梅香中（２年） 74 ㈱倉本商店（小幡） ジャガイモ収穫

７月 25 日 明光中（１年） 15 大信　恒雄（上石崎）ジャガイモ収穫

７月
25・26 日 〃 27 杉浦　一雄（長岡） ジャガイモ選別

〃 〃 28 鶴田　定夫（上石崎）柳畑の草取りなど

〃 〃 29 長谷川園芸（駒場） 花の手入れ

７月 26 日 〃 15 中村バラ園（谷田部）バラの花摘みなど

〃 〃 12 井坂　安男（駒場） コマツナの出荷作業

〃 〃 14 江幡　憲昭（駒場） ニラの収穫作業など

７月 30 日 桜丘中（２年） 49 平本　英一（小幡） ジャガイモ収穫
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消
す
ま
で
は心の

警
報　

O
N
の
ま
ま

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

７
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

と
、
火
災
の
防
止
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
火
災
に
よ
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

防
火
の
対
策
は
、
家
族
全
員

の
協
力
や
地
域
住
民
の
連
携
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

普
段
か
ら
火
の
用
心
に
心
が

け
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

○ 

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
消
防
本
部

 

☎
（
２
９
２
）
１
５
１
５

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

オレンジリボンは子ども虐待防止のシンボルマークです。

　児童相談所（全国共通ダイヤル）や市町村の窓口へ連絡・相談ください。
　連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

「こどもを守ろう」オレンジリボンたすきリレー 2013
子どもの虐待防止と社会的擁護の理解のため、たすきをつないだランナーが６号国道を走ります。

11 月 15 日　午後１時 30 分頃　茨城町役場到着予定
お見かけの際はどうぞご声援をお願いいたします。

町子育て支援センターでは、“子育て親子”に寄り添いながら、

親子のふれあいと、子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。

～ 遊 び に お い で よ ～

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

遊戯室『まんまるーむ』開放：日曜日、祝日を除き午前 9時から午後 5時まで

－　詳細はお問合せください。－
【問合せ先】　保健福祉部こども課　子育て支援センター　☎０２９－２９１－０９８０（直通）

茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

★　子育て相談・定期相談日　★
・日　　時：２日（月）、16日（月）午前９時30分～正午
・受付場所：支援センター　事務室
＊町保健センター等の関係機関と連携しています。

★　読み聞かせ　★
・日　時：11日（水）、25日（水）午前10時45分～11時
・場　所：遊戯室「まんまるーむ」
＊子育てボランティアによる読み聞かせを予定しています。

―　活動にはボランティアの皆さんのご協力を頂いていますので、小さいお子さん、
兄弟・姉妹のいるご家庭でも安心して参加できます。どうぞお気軽にご参加ください。　―

親子でプランターと花壇にチューリップの球根やパンジー、ビオラの苗を植えましょう
○日　時：３日（火）（雨天時５日）　　午前 10時 30 分～ 11 時 30 分
○場　所：中庭　花壇　　○持ち物：タオル・着替え・帽子・長靴・水分補給のための飲み物
＊汚れても良い服装でご参加ください。　予約開始日：11月 12 日（火）

≪子育てセミナー≫　―要予約―　　＊　町内の未就学児とその保護者対象　＊

ー12月

★　『ミニ・セミナー』　★　―随時実施致します―
・実施時間：10 分程度　　・場 所：遊戯室「まんまるーむ」
・内　　容：歌、手遊び、ふれあい遊び、ふれあい体操、読み聞かせ（絵本，紙芝居）、伝承遊び　など

『キッズガーデン－花壇－』定員５組　～親子で春咲きの花を育てましょう～

○日　時：19日（木）
　　　　午前 10時 30 分～ 11 時 30 分
○場　所：保健センター　健診室
○材　料：500ml ペットボトル（１本）
　　　　・ペットボトルのキャップ（９個）
　　　　・竹ひご（２本）・ストロー（２本）
　　　　・ひもまたは毛糸（１ｍくらい）・ハサミ
　　　　・セロテープまたはビニールテープ
　　　　・油性マジック（いろいろな色）
予約開始日：11月 28 日（木）

『つくってあそぼう』　定員８組　～ペットボトルの車をつくりましょう～

さしのべた　その手がこどもの　命綱
全国共通ダイヤル

０５７０－０６４－０００（24 時間受付）
児童相談所に電話がつながります

虐待を受けたと思わ
れる子どもがいたら

子育てに悩む親がい
たら

ご自身が子育てに悩
んだら

【問合せ先】　こども課　２４０－７１４４

義務化！家族を守る、住宅用火災警報器を設置しましょう。
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９/12
（木） いつまでもお元気で百歳長寿お祝い訪問

　老人の日（９月 15 日）ならびに老人週間（９月 15 日～ 21 日）を控え、小林町長は今年度百歳にな
られる方を訪問し、敬老の意を表し長寿をお祝いしました。
　大正２年生まれ、小幡の時田あきさん（写真中央）は、長寿を祝
う褒状や記念品とともに、町内の画家大和田あつ子さん（写真右）
が描いた肖像画を受取り、「100 歳まで生きた。バンザーイ！」と笑
顔をみせてくれました。また、中石崎の坂場茂さんは、長寿の秘訣
を「くよくよしないこと、のんきでいること。」と教えてくれました。
　町内で今年度百歳を迎えられる方は、９月１日現在で７名（男性
１名、女性６名）で、101 歳以上の方は 21 名（男性２名、女性 19 名）、
最高齢者は 105 歳の女性が二人です。

※�平成 13 年の老人福祉法の改正により、９月 15 日が「老人の日」、同月 21 日までの１週間が「老人週間」と定められました。

　　　　
９/12
（木） 茨城町ぶどう生産研究会による町長表敬訪問

　９月 12 日（木）、茨城町ぶどう生産研究会の奥谷利一会長など
５名が役場を訪れ、「巨峰」「安芸クイーン」「ブラックビート」「藤
稔」など旬を迎えた採れたての町内産ぶどうを PR しました。
　茨城町ぶどう生産研究会は、町内外のぶどう生産者９名で組織さ
れ、毎年土壌診断や栽培講習会、品種検討会等を行い、品質の向
上を図るとともに環境に配慮したぶどうの生産に取り組んでいます。
　また、この日はゆうゆう館で品種検討会を開催し、主要品種の

「巨峰」をはじめ、欧州系ぶどうの中でも人気を集める「シャイ
ンマスカット」「安芸クイーン」など 20 品種、合計 33 点のぶど
うが持ち寄られ、ぶどうの形や色、味などについて比較検討し意見を交わしました。
　今年は春先に低温や霜害に見舞われましたが、その後は天候に恵まれ糖度の高いぶどうができたとの
ことです。

　　　　
９/９
（月） 健診結果説明会

　健康増進課では、すべての町民が健やかで心豊かに生活できる、活力ある地域づくりを目指して、「い
きいき健康づくり推進事業」を実施しています。
　その事業の一環として行われている健診結果説明会では、特定健診受診者を対象に、健診結果の説明

と保健指導・栄養指導を行っています。
　この日、ゆうゆう館で行われた健診結果説明会には 89
名が参加。用語の説明や茨城町内の死亡原因の傾向とし
て、脳卒中が多い（全国 9.9％、茨城町 13％）ことなどの
説明があったあと、個別相談が行われました。個別相談で
は、血圧が高めの方には栄養士による減塩のすすめがある
など、それぞれの結果にあった指導が行われました。参加
者からは「健診結果の内容がよくわかった。」などとの声
がありました。

９/20
（金） 冥福を祈り戦没者追悼式

　戦没者を祭るやすらぎの丘（小堤地内）で戦没者追悼式が行わ
れ、遺族の方々や関係者 153 名が出席し、黙とうと献花で戦没者
に哀悼の意をささげ、平和を祈念しました。
　茨城町遺族連合会会長の丸山昇一さんは、慰霊碑を前に「大戦
の恐怖を風化させてはならない。」と恒久平和と不戦の誓いを新
たにしました。
　やすらぎの丘には、1,000 人を超える茨城町の戦没者が祭られ
ています。

９/21
（土） 稲刈り体験＆花巻き寿司作り

　日本一を目指す米づくりプロジェクトチームを設置している
こだわり農業連絡協議会は９月 21 日（土）、生活協同組合パルシ
ステム茨城と共催で稲刈り体験と花巻寿司作りを行いました。
　稲刈り体験の会場となったのは、同プロジェクトチームの清水
正人さんが手がける、ぼかし肥料を使ったこだわり農業の水田。
約 50 名の親子連れが鎌で稲を刈る昔ながらの収穫方法で実りの
秋を楽しみました。稲刈の後は会場をパルシステム茨城みとセン
ター（桜の郷）にうつし、ブライト・リーダーとしても活躍して
いる川又良枝さん（下石崎）指導のもと、花巻寿司を作りました。

９/27
（金）

シルバーリハビリ体操
受講者一万人突破記念講演会

　９月 27 日、茨城町シルバーリハビリ体操指導士会は、シ
ルバーリハビリ体操の受講者が１万人を突破したことを記念
して、体操考案者の大田仁史先生を招いた講演会を、茨城町
中央公民館大ホールにおいて開催しました。
　講演会では、いわゆる団塊の世代が高齢者の仲間入りをしつ
つある今こそ、健康寿命（日常的に介護を必要としないで、自立
した生活ができる生存期間）を延ばすことが大切であることを強
調。その有効な対策の一つとしてシルバーリハビリ体操が紹介さ
れました。ユーモアたっぷりに話
を進める先生の講演に、約 400
人の参加者は終始笑顔でした。
　講演終了後には、シルバーリハ
ビリ体操の実技指導が行われ、参
加者全員で体操を楽しみました。

茨城町産ブランド米　“こだわり米「きらり」”完成！
　前述の日本一を目指す米づくりプロジェクトチームでは、茨城町産のブランド米“こだわり米「きらり」”
を 11 月からパルシステム茨城を通して販売開始いたします。
　こだわり米「きらり」の特徴は、農薬や化学肥料の使用を抑えた環境にやさしい栽培方法で栽培された
いばらきエコ農産物の認証を受けた米のなかでも、食味値が一定以上のものを出荷対象とした高品質、良
食味のお米です。
　茨城町産のブランド米をぜひご賞味ください。

９/22
（日）

髙木英亮君
全国大会で準優勝

　北海道で行われた全国道場少年剣
道選手権大会において、「いばらき
少年剣友会」の髙木英亮君（梅香中
学校３年）が、全国の強豪を相手に
奮闘し、見事準優勝に輝きました。
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☆おすすめの一冊
　皆さまのおすすめの本を広報紙
で紹介してみませんか。絵本でも
小説でも種類は問いません。本とお
すすめする理由の掲載となります。

☆わが家のペット自慢
　皆さまのご家庭のペットを広報
紙へ掲載しませんか。写真と紹介
文の掲載となります。

☆文芸
　はがき、または Fax に３首、３
句以内を書いて、住所氏名を明記
の上、月末までにお送りください。

広報紙に掲載する
作品を募集しています

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

　

生
涯
に
乳
が
ん
を
患
う
日
本
人
女
性
は

16
人
に
一
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
乳
が

ん
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
は
40
〜
50
歳
代

で
す
。
乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

癒
率
が
高
い
が
ん
で
、
90
％
以
上
が
治
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
検
査
の
内
容
は
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
Ｘ
線
検
査
）、
超

音
波
検
査
、
視
触
診
検
査
が
あ
り
ま
す
。

【
早
期
発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
Ｘ
線
検
査
）】

　

乳
房
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板
に
は
さ
ん

で
平
た
く
し
、
乳
房
専
用
の
Ｘ
線
装
置
で

乳
房
全
体
を
撮
影
し
ま
す
。
石
灰
化
の
あ

る
小
さ
な
乳
が
ん
の
発
見
に
適
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
若
年
者
で
乳
腺
の
発
達
し

て
い
る
方
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
若
い
人
の
判
断
に
役
に
立
つ
超
音
波
検
査
】

　

超
音
波
を
使
っ
て
乳
房
の
病
変
を
検
査

す
る
方
法
で
す
。
し
こ
り
の
内
部
構
造
の

鑑
別
が
し
や
す
く
、
ま
た
乳
腺
密
度
の
高

い
若
い
人
に
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
専
門
医
が
診
察
す
る
視
触
診
検
査
】

　

専
門
医
師
が
診
察
す
る
方
法
で
す
。
胸

の
し
こ
り
や
ひ
き
つ
れ
が
な
い
か
な
ど

受
け
て
安
心
！　

乳
が
ん
検
診

健康増進課
（保健センター）

☎
240-7134

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
わ
き
の
下
も
触
れ
て

リ
ン
パ
節
の
は
れ
を
調
べ
ま
す
。

　

茨
城
町
で
は
、
30
歳
か
ら
視
触
診
と
超

音
波
検
査
、
40
歳
か
ら
視
触
診
と
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
広
報

い
ば
ら
き
11
月
15
日
号
に
検
診
の
詳
し
い

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん

検
診
も
併
せ
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
こ
り
や
乳
頭
か
ら
分
泌
物
（
う
す
茶

色
）
が
あ
る
と
き
は
、専
門
医
療
機
関
（
外

科
）
で
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

毎日コツコツ！丈夫な骨づくり教室毎日コツコツ！丈夫な骨づくり教室
　「骨粗しょう症」は、スが入ったように骨がスカスカになり、骨
がもろくなる病気で、女性に圧倒的に多くみられます。この病気は、
日頃から食生活や運動に気を配ると骨の減るスピードを遅らせるこ
とができます。骨粗しょう症予防の観点から、カルシウムたっぷり
の食事と手軽にできる運動で骨太ライフを目指しませんか？

日　　時： 平成 25 年 12 月 19 日（木）　午前 10 時～午後３時（午
前９時 45 分から受付）

場　　所：ゆうゆう館内保健センター　栄養指導室・健診室
内　　容：骨粗しょう症予防のための食生活・運動について
　　　　　（講話・調理実習、運動実技）
持 参 品：米１合、エプロン、三角巾、筆記用具、
　　　　　 運動のできる服装、運動靴、汗拭きタオル、水分補給用

の水分等
参 加 費：無料
定　　員：20 名　※定員になり次第締め切らせていただきます
申込締切：11 月 29 日（金）までに、健康増進課 までお申込ください。

【問合せ・申込み先】健康増進課
　　　　　　　　 　☎０２９－２４０－７１３４（直通）

健康増進課（保健センター）１1月の予定
日 曜日 事　業　名 受付時間
９ 土 パパママ教室 ９：30～９：45

12 火 １歳６か月児健診 13：00～13：30

13 水 健康相談 ９：00～11：30

14 木 総合健診 ７：30～11：00

17 日 特定健診
（20,21,27,28 日も実施）

９：00～11：00
13：00～14：30

22 金 特定健診（夜間） 17：00～19：00

29 金 乳児健診 13：00～13：30

【作品の送付先】〒３１１－３１９２　茨城町小堤１０８０
　　　　　　　 　茨城町まちづくり推進課　秘書情報グループ

【問合せ先】まちづくり推進課　☎２４０－７１２６　Fax ０２９－２９２－６７４８

「茨城県謎解き散歩」
　書店入口脇に茨城県に関する書籍《郷土の本》の欄があり、
興味を持って覗いて見て面白そうだと思って購入した本です。
　第六章まで書かれており、第一章茨城県ってどんなとこ？の
中には「水戸の三ぽい」と「茨城の三ぽい」は茨城県民性に起因
していると分析。第二章歴史編ではなぜ「茨城」という名前が
ついたのか。第三章人物編では幼稚園の先生第一号はだれ、第
四章考古・史跡の自然編では「常陸風土記」に描かれた巨人の
貝塚とは？第五章民族・宗教編では長塚節も食べたか？すみつ
かれ。第六章地理・産業編では土浦で作られた日本で最初の木
版地球儀など興味を引かれるものです。各編にはコラムが付い
ており大いに参考になります。

編集者　石塚　眞
㈱新人物往来社　発行

☆わたしのおすすめの一冊☆
萩谷　彰一郎（長　岡）
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六
年
間
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学
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た
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校
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と
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も
な
く
工
場
の
建
つ

秋
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安
）
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萩
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さ
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節
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と
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楽
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）
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観
て
い
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懐
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萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

（
評
）
鶴
町
さ
ん―

外
出
し
て
誰
か
と
逢
い
、
立
ち

話
を
し
て
い
る
。
晴
れ
わ
た
っ
た
高
い
空
を
眺
め
な

が
ら
す
っ
き
り
し
た
心
と
な
り
、
秋
の
心
地
よ
さ
に

浸
っ
て
い
る
。
田
口
（
す
）
さ
ん―

稲
刈
り
を
終
え
、

お
だ
か
け
（
茨
城・千
葉
あ
た
り
の
方
言
）
が
済
み
、

稲
架
が
幾
つ
も
で
き
て
い
る
。
そ
れ
を
直
線
の
ア
ー

ト
と
見
た
と
こ
ろ
が
新
鮮
で
あ
る
。
吐
泉
さ
ん―

柿

が
色
づ
き
、
人
間
ば
か
り
で
な
く
、
小
鳥
た
ち
も

集
ま
っ
て
く
る
。
柿
自
身
は
、
も
う
少
し
熟
す
ま

で
待
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
。
田
口
（
正
）

さ
ん―

「
左と

み見
右こ

う

見み

」
と
は
「
あ
ち
見
、
こ
ち
見
」

の
意
味
。

野
生
き
の
こ
の
採
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

野
生
き
の
こ
の
本
格
的
な
発
生
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
放
射
性
物
質
が
基
準
値
を

超
え
る
品
物
の
流
通
等
を
防
止
す
る
た
め
、
販
売
前
自
主
検
査
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
県
か
ら
出
荷
・
販
売
の
自
粛
要
請
を
し
て
い
る
市
町
村
で
発
生
し
た
野
生

き
の
こ
に
つ
い
て
は
、
出
荷
・
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
出
荷
制
限
指
示
等
の
状
況
（
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
内
）

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/20110311eq/pdf/seigen/seigen0702.pdf

【
放
射
性
物
質
の
検
査
申
込
み
・
問
合
わ
せ
】　

農
業
政
策
課　

☎
（
２
４
０
）
７
１
１
８
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善
意
の
と
も
し
び

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
善
意
銀
行
へ（
社
会
福
祉
協
議
会
）

○ 

金
３
万
円
＝
髙
津　

敏
雄

○
金
５
万
円
＝
茨
城
ひ
ぬ
ま
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長　

松
野　

智

幸○
金
１
９
，
８
０
１
円
＝
小
堤
高

年
者
ク
ラ
ブ
会
長　

松
浦　

孝
之

▼
白
血
病
基
金
へ

○
金
３
万
９
千
円
＝
坂
場
畜
産
㈲

坂
場　

瑞
彰

▼
駒
場
小
学
校
と
梅
香
中
学
校
へ

○
雑
巾
２
６
１
枚
＝
小
堤
高
年
者

ク
ラ
ブ
会
長　

松
浦　

孝
之

　

茨
城
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
県
民
へ
の
難
病
の
啓
発
事

業
と
し
て
「
難
病
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

（
水
戸
市
千
波
町
）

▼
内
容　

医
療
講
演
、
患
者
体
験

発
表
等

【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会

　

☎
０
２
９
（
２
４
４
）
４
５
３
５

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
匿

名
可
、
秘
密
厳
守
。

▼
期
間　

平
成
26
年
１
月
19
日

（
日
）
ま
で
（
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
土
日
、
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

【
相
談
専
用
電
話
】

　

☎
０
１
２
０
（
７
７
１
）
２
０
８

※
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
の

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
推
進
事
業

に
よ
り
、（
公
財
）
人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
も

の
で
す
。

難
病
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご

　

借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

同
日
開
催
、
平
成
25
年
度
「
全

国　

検
査
と
健
康
展
」。

▼
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　

受
付
：
午
後
１
時
〜

▼
場
所　

茨
城
県
福
祉
会
館

▼ 

内
容　

講
演
会
、
乳
が
ん
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
講
座
等

【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
臨
床
検
査

技
師
会
事
務
所

☎
０
２
９
（
２
４
４
）
４
７
９
０

第
３
回
い
ば
ら
き
臨
床
検
査
フ
ェ
ア

　

歯
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
を
歯

科
医
師
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
無
料
。
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

〈
受
付
電
話
番
号
〉

　

０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

　

０
２
９
（
８
３
５
）
０
７
３
７

【
問
合
せ
先
】

茨
城
県
保
険
医
協
会

　

☎
０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

平
成
26
年
度
茨
城
県
立
産
業
技

術
短
期
大
学
校
一
般
入
学
者
選
考

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
概
ね
35
歳

ま
で
の
、
大
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
の
社
会
人
応
募
枠
も
設
け
て

い
ま
す
。

▼
試
験
日　

前
期
：
12
月
６
日

（
金
）、
中
期
：
２
月
４
日
（
火
）、

後
期
：
３
月
24
日
（
月
）

▼
受
付
期
間　

前
期
：
11
月
５
日

（
火
）
〜
11
月
29
日
（
金
）、
中

期
：
１
月
６
日
（
月
）
〜
１
月
28

日
（
火
）、後
期
：
２
月
24
日
（
月
）

〜
３
月
19
日
（
水
）

▼
応
募
資
格　

高
校
卒
業
ま
た
は

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

▼
申
込　

募
集
要
項
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
を
。

【
問
合
せ
先
】
産
業
技
術
短
期
大

学
校

☎
０
２
９
（
２
６
９
）
５
５
０
０

茨
城
県
小
中
学
校
芸
術
祭

　

県
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
特

別
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
優

れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
「
茨
城
県
小
中
学
校
芸
術

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

中
学
校
合
唱
合
奏
大

会
：
11
月
26
日
（
火
）、
小
学

校
合
唱
合
奏
大
会
：
11
月
27
日

（
水
）、
小
中
学
校
美
術
展
覧
会
：

11
月
28
日（
木
）〜
12
月
２
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
・
展
示
棟

【
問
合
せ
先
】

茨
城
県
教
育
庁
文
化
課

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
５
４
４
２

成人式のお知らせ

　

ま
た
、「
心
の
健
康
相
談
」
も

併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
日　

11
月
10
日
（
日
）
〜
16

日
（
土
）

▼ 

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

30
分

▼
場
所　

日
に
よ
り
会
場
が
か
わ

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
水
戸
会
場
（
県
水
戸
合
同
庁

舎
）
は
10
日
と
16
日
で
す
。

▼ 

申
込　

事
前
予
約
制
。
申
込
受

付
は
10
月
28
日（
月
）か
ら
。（
各

会
場
定
員
10
名
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
先
】

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
２
９

お地蔵様によだれかけ
　上雨ヶ谷六長会では、法円寺（小
幡）と円福寺（鳥羽田）のお地蔵
様にと、よだれかけと頭巾を作成・
寄贈しました。会長の鮎澤貢さん
は、「大変よろこんでもらってよ
かった。今後も続けていきたい」
と話していました。
　写真は、真新しいよだれかけと頭
巾を付けた法円寺のお地蔵様です。

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪

茨城町役場 ★〒311-3192 茨城町小堤1080 TEL029-292-1111

ひろば
情報

INFORMATION INFORMATION INFORMATION

2013　November11月号11月号

11月の納税
〇固定資産税３期（普通徴収分）
○国民健康保険税７期（普通徴収分）
〇後期高齢者医療保険料５期（普通徴収分）
 ※納期限は 12 月２日です。
・税金は納期内に納めましょう。
・ 筑波銀行と中央労働金庫が利用できる
ようになりました。便利で安全な口座
振替での納付をお願いします。

１１

　新成人の門出を祝う平成 26 年の成人式典を開催いたします。
○開催日時　　平成 26 年１月 12 日（日）
　　　　　　　午前 11 時 00 分～ 11 時 30 分
○開催場所　　茨城町中央公民館大ホール
○受付時間　　午前 10 時 00 分～ 10 時 45 分（時間厳守）
【問合せ先】　　茨城町教育委員会　生涯学習課　公民館グループ
　　　　　　　☎２４０－７１２２

「もりのふくろう」
さくらい　ひいろ（６歳）

「うんどうかい」
えばし　げんと（６歳）

ち
び
っ
こ
ア
ー
ト

正
美
幼
稚
園

水
戸
市　
　

第
38
回
水
戸
市
産
業
祭

　

市
内
の
商
工
業
者
や
各
種
団
体
、
農
業
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
市

内
の
産
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
当
日
は
駐
車
場
が
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

　
　
　
　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

水
戸
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
・
体
育
館
前
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】
水
戸
市
商
工
課
ま
た
は
農
政
課
☎
０
２
９

（
２
２
４
）
１
１
１
１
、
水
戸
商
工
会
議
所
☎
０
２
９
（
２
２
４
）

３
３
１
５
、
Ｊ
Ａ
水
戸
上
中
妻
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

（
２
５
１
）
８
６
２
１

大
洗
町　
　

大
洗
あ
ん
こ
う
祭

　

あ
ん
こ
う
の
吊
る
し
切
り
、
あ
ん
こ
う
汁
の
配
布
な
ど
、
冬
の

味
覚
「
あ
ん
こ
う
」
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時　

11
月
17
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
芝
生
広
場

【
問
合
せ
先
】
大
洗
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

　

☎
０
２
９
（
２
６
７
）
５
１
１
１

小
美
玉
市　
　

お
や
こ
Ｄ
Ｅ
ジ
ャ
ズ
２
０
１
３

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
ジ
ャ
ズ
風
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
に
、
歌
と
絵
本
の
朗
読
と
お
芝
居
の
要

素
を
組
み
合
わ
せ
た
、親
子
で
楽
し
む
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時　

12
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）　

　

各
日
三
回
公
演
10
時
、
12
時
、
14
時
開
場
（
各
回
２
０
０
席
）

▼
会
場　

小
美
玉
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー　

ア
ピ
オ
ス

▼
申
込　

11
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
申
込
受
付
開
始

　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
入
場

料
は
無
料
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
先
】
小
美
玉
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ
ス

　

☎
０
２
９
９
（
５
８
）
０
９
２
１

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
（
お
み
た
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト
）

　

https://ticket.city.om
itam
a.ibaraki.jp
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国土利用計画法に基づき、法定面積以上の土地取引は土地　取引等の契約締結の日から２週間以内に届出が必要です。
※届出をしなかったり、偽りの届出をすると罰せられることがあります。

取引の形態
●売買
●交換
●共有物の持分権の譲渡
●営業譲渡（譲渡する財産に土地が含まれる場合）
●譲渡担保
●一時金を伴う地上権・貸借権の譲渡又は設定
●予約完結権・買戻権等の形成権の譲渡
●所有権の移転を受ける権利を含む信託受益権の譲渡
●代物弁済
●農地の取引（農地法第５条第１項の許可を要する場合）
●保留地処分（土地区画整理法）　　等
※これらの取引の予約である場合も含みます。
※停止条件付、期限付、買戻特約付契約である場合も含みます。

一団の土地取引（事後届出制の場合）
　個々の取引面積は小さくても、権利取得
者（売買の場合であれば買主）が権利を取
得する土地の合計が左記の面積以上になる
場合（「買いの一団」といいます。）には届
出が必要です。

（い＋ろ＋は＋に）の面積が一定の規模
（面積要件を超える場合は届出が必要）

人う買　　　　）地土（ 　　人る売
甲さん　　　（い）
乙さん　　　（ろ）　　 　　Ａさん
丙さん　　　（は）
丁さん　　　（に）

【買いの一団】

取引の規模（面積要件）
❶市街化区域  2,000㎡以上

❷❶を除く都市計画区域  5,000㎡以上

❸都市計画区域以外の区域  10,000㎡以上

●届 出 者　土地の権利取得者（売買の場合であれば買主）
●届出期限　契約締結日を含めて２週間以内
●届出窓口　土地の所在する市町村の国土利用計画法担当課
●主な届出事項（詳しくは記載例を参照してください。）
　（１）契約当事者の氏名・住所等　（２）契約締結年月日　（３）土地の所在及び面積
　（４）土地に関する権利の種別及び内容　（５）取得した土地の利用目的　（６）土地に関する対価の額
●届出書類

●届出部数　１部（石岡市、つくば市、大洗町、城里町、河内町、八千代町は２部）

　 （１）土地売買等届出書　（２）土地売買等の契約書の写し　（３）位置図（土地の位置を明らか
にした縮尺５万分の１以上の地形図）　 （４）住宅地図（土地及びその付近の状況を明らかにし
た縮尺５千分の１以上の図面）　（５）公図（土地の形状を明らかにした図面）

　（６）その他（代理人へ委任した場合の委任状等）

【問合せ先】まちづくり推進課　1240－ 7126（直通）

届出の手続

届出の必要な土地取引

茨城町長  殿

土地売買等届出書

※届出書は、茨城町のホームページからダウンロードできます。
　（http://mina.center.town.ibaraki.ibaraki.jp/viewer/info.html?id=1506）

まちづくり推進課

共有の場合は、全員の記名・押印が必要です。この
欄に書ききれない場合は、別紙に記載のうえ、届出
用紙との間を届出者全員で割印してください。
なお、届出者が未成年者の場合は、本人だけでなく
親権者等の記名・押印も必要です。

!



DATA DATA茨城町の人口と世帯数 ※カッコ内は前月比です。（住民基本台帳　平成25年９月30日現在）
◆総人口34,195人（ -125）男17,087人（- 101）女17,108人（- 24）◆世帯12,511戸（- 102）

編集・発行 /茨城町総務企画部まちづくり推進課
〒 311―3192　茨城県東茨城郡茨城町小堤 1080　TEL029―292―1111　FAX029―292―6748

ホームページアドレス http://www.town.ibaraki.lg.jp/　メールアドレス ibarakit@town.ibaraki.ibaraki.jp

再生紙を使用しています

▼
若
い
と
き
は
オ
ス
・
メ
ス
共
に
む
ぎ
わ
ら
色

　

日
本
の
ト
ン
ボ
の
中
で
は
、
最
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
ト
ン
ボ
で

す
。体
長
は
50
〜
55
㎜
の
中
型
の
ト
ン
ボ
で
、

分
布
は
広
く
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
生
息

し
、
国
外
で
は
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
に

分
布
し
て
い
ま
す
。

　

羽
化
し
た
ば
か
り
の
若
い
と
き
は
、
オ

ス
・
メ
ス
と
も
に
体
の
色
は
淡
い
褐
色
に
黒

い
斑
紋
が
あ
る
む
ぎ
わ
ら
色
で
す
。
オ
ス
は

成
熟
す
る
と
次
第
に
青
み
を
帯
び
た
灰
色
と

な
り
、
白
紛
で
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
メ
ス
は
成
熟
し
て
も
多
少
黒
味
が
増
す

程
度
で
す
。
シ
オ
カ
ラ
の
名
は
オ
ス
の
方
か

ら
き
て
い
て
「
塩
辛
ト
ン
ボ
」
の
意
味
で
す
。

メ
ス
は
「
ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
、

私
も
子
供
の
頃
は
別
の
種
類
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

▼
生
活

　

幼
虫
は
平
地
か
ら
山
地
に
か
け
て
の
小
さ

な
水
溜
り
、
池
、
小
川
、
沼
、
田
ん
ぼ
な
ど

に
広
く
す
ん
で
い
ま
す
。
羽
化
は
３
月
中
旬

か
ら
始
ま
り
11
月
中
旬
ま
で
行
い
ま
す
。
未

熟
な
と
き
は
、
水
辺
か
ら
離
れ
て
、
草
原
、

路
上
、
人
家
の
空
き
地
な
ど
で
生
活
し
ま
す

か
ら
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
一
番
長
く
見
ら
れ

る
ト
ン
ボ
で
す
。

　

成
熟
す
る
と
水
辺
に
戻
り
、
杭
の
先
、
石

の
上
、
水
田
の
あ
ぜ
道
な
ど
に
止
ま
っ
て
縄

張
り
を
つ
く
り
ま
す
。
縄
張
り
内
に
メ
ス
が

来
る
と
す
ぐ
に
交
尾
し
て
し
ば
ら
く
静
止
し

ま
す
。

▼
産
卵
を
守
る
オ
ス

　

交
尾
が
済
む
と
、
メ
ス
は
尻
尾
の
先
で
連

続
的
に
水
面
を
た
た
い
て
、
産
卵
を
始
め
ま

す
。
水
面
を
一
回
打
つ
ご
と
に
平
均
で
７
個

ほ
ど
の
卵
を
産
み
ま
す
。
こ
れ
を
「
連
続
打

水
産
卵
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
間
、
オ

ス
は
メ
ス
の
上
で
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
メ

ス
を
警
護
し
ま
す
。

　

シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
の
好
む
水
辺
は
開
放
的

で
浅
い
泥
底
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
と
き

に
は
人
工
物
に
だ
ま
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
例

え
ば
、
畑
な
ど
に
敷
か
れ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
が
反
射
す
る
光
を
水
面
か
ら
の
反
射

と
間
違
え
、
こ
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
産
卵

し
て
し
ま
い
ま
す
。
複
眼
の
上
側
と
下
側
で

は
個
眼
の
大
き
さ
や
機
能
も
違
っ
て
い
て
、

上
半
分
は
遠
く
の
も
の
を
見
、
下
半
分
は
近

く
の
も
の
を
見
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▼
泥
の
中
に
潜
む
ヤ
ゴ

　

ヤ
ゴ
は
捕
食
性
で
、
ミ
ジ
ン
コ
と
か
イ
ト

ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
小
さ
な
生
き
物
を
食
べ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
何
回
か
脱
皮
し
て
３
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
大
き
く
な
れ
ば
そ

の
体
に
見
合
っ
た
ボ
ウ
フ
ラ
と
か
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
な
ど
を
食
べ
る
わ
け
で
す
が
、
お

も
し
ろ
い
の
は
、
後
ず
さ
り
し
て
砂
や
泥
の

中
に
体
を
埋
め
る
こ
と
で
す
。
頭
の
先
だ
け

を
土
か
ら
出
し
て
い
て
、
餌
が
近
づ
く
の
を

じ
っ
と
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
下
あ
ご
は
折

り
た
た
み
式
に
な
っ
て
い
て
、
射
程
距
離
に

入
っ
て
き
た
餌
に
、
こ
れ
を
素
早
く
飛
ば
し

て
捕
ら
え
ま
す
。

　 シ オ カ ラ ト ン ボ
　　（トンボ目　トンボ科）

　学名　 Orthetrum  albistylum 
(Selys,1848)

　写真・文／　小菅　次男
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里山に育む生きものたち


